





















































〔駒沢女子大学　研究紀要　第26号　p. 113 ～ 124　2019〕
「ここが変わった」日中異文化への関心－履修学生へのアンケートから
保　坂　律　子＊

























チェック数順位 テーマ 人数 ※
1 第 13章 中国トイレ事情 20 ◎
2 第 5章 教育制度と学生生活 17 ◎
3 第 3章 多民族国家 15 〇
4 第 8章 人気の本、アニメと遊び 14 ◎
5 第 1章 国家のシンボル 12 〇
5 第 10章 京劇 12 〇
7 第 6章 色のイメージ 11
7 第 7章 外来語とブランド 11 ▽
9 第 4章 中国の足 9
9 第 9章 オリンピックと万国博覧会 9 ▽
11 第 2章 風土と地理 8
12 第 11章 消えゆく古きよき街並み 6 ▽














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2003, 第10号 pp.257 ‐ pp.268
保坂律子「日中異文化理解教育の試み」駒沢女
子大学『研究紀要』2016, 第23号 pp.97 ‐
pp.106
保坂律子「留学生と学ぶ異文化理解」駒沢女子
大学『研究紀要』2017, 第24号 pp.165 ‐
pp.178
【注】
（１）平成16年度から「異文化との出会い（中国）」、
平成27年度から新カリキュラムとなり「中
国文化紀行」と変更。
（２）コメントシート：大学の B ５の小レポー
ト用紙を利用。罫線はあるが文字数の条件
は付けていない。保坂2016、保坂20017で
はコメントや感想を書く「感想票」と記し
たが、感想以外に質問や意見等も書かれて
おり「コメントシート」とするのがふさわ
しい。今回から表記を改めた。
（３）令和元年４月から７月
（４）アンケート形式の質問、強制ではないが
授業内容改善のために協力してほしいと口
頭で説明。アンケートは次のようなもの。
（５）いくつでも、複数チェック可。
（６）コメント用紙半分以上の記述が履修者全
体の半数以上。
（７）勉強になった、役に立った。
（８）外国人留学生在籍状況調査結果（平成16
年度以降は独立行政法人日本学生支援機実
施、平成15年度以前は文部科学省実施）に
基づきグラフを作成。
（９）平成11年度外国人留学生在籍状況調査結
果（文部科学省実施）に基づきグラフを作
成。
（10）平成30年度外国人留学生在籍状況調査結
果（独立行政法人日本学生支援機構実施）
に基づきグラフを作成。

